伝説の洋画家たち　「二科100年展」
日本美術史の開拓者たちが、ここに集う
東京都美術館（上野公園）　2015.07.18〜09.06
　「二科会」は、1914(大正３)年に画家の登竜門のひとつとして重要な存在であった文部省美術展覧会（現在の日展）から、新しい美術の発展を図る目的で分離して結成された日本の美術家団体のひとつで、定期的に開催される「二科展」は格調が高くて伝統のある展覧会である。
　
本展は、美術団体展の中でも存在の雄であった「二科会」のメンバーの「岸田劉生」「佐伯祐三」「安井曾太郎」「岡本太郎」「藤田嗣治」「東郷青児」「小出楢重」「坂本繁二郎」らの日本人画家に加えて、「ザッキン」「マティス」「ジェレニエウスキー」「ロート」などの外国人画家の名作品が、全国70か所を超える美術館・所蔵者から集結・展示されて、「二科100年展」として歴史から20世紀の日本美術史を展開する催事である。
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　展示構成は、100年の歩みを次の４期に分けて「二科会」の全貌をあらためて明らかにしている。
１）草創期（第１〜６回）：「梅原龍三郎」ら11名らを監査委員として第1回が開催。
２）揺藍期（第７〜20回）：独立美術協会など「二科会」で活躍する画家たちによる運動や分派が生まれる。
３）発展そして解散(第21〜30回)：「藤田嗣治」を迎え入れさらなる発展をしたが、一部のメンバーが去り1944年に解散。
４）再興期（第31回〜）：「東郷青児」らが中心となり再結成され、再興するためのさまざまな工夫がされて今日に至る。
注目の作品は、佐伯祐三（1898〜1928）《新聞屋》（1927年）、岸田劉生（1891〜1929）≪初夏の小路≫（1917年）、小出楢重≪帽子をかぶった自画像≫（1924年）、東郷青児≪ピエロ≫（1926年）、岡本太郎≪重工業≫（1949年）などである。
